






要約:乳児栄養法と健康・疾病に関して,今日までの母乳哺育推進運動の流れを調査し,つ

いでアレルギー,身体発育値,外因性内分泌撹乱物質の面から研究を行った。①母乳栄養の

推進に関する文献的考察を行い,この 20 年間の母乳率は 45%前後と大きな変動がなく,こ

れには社会環境因子の関与が大きいと考えられた。また,母乳育児サークルのアンケート

調査では医療従事者側の問題点が指摘された。②乳幼児栄養調査やアトピー性皮膚炎実態

調査の成績について,乳児期の栄養法とアレルギー体質の有無との関連を調査した結果,各

月齢とも母乳栄養群が人工栄養群,混合栄養群よりアトピー性皮膚炎(または湿疹)を持つ

者が有意に多かった。③国立岡山病院で出生して母乳栄養を継続でき,しかも当院以外(県

外も含む)で乳児健診を受けた児と関西地区の病院で出生,乳児健診を受けた児の身体計測

値は国立岡山病院の成績と大差なく,国立岡山病院の母乳栄養児を対象にした縦断的デー

タから作成した乳児期の成長曲線は,今後,広く活用できることが示唆された。④母乳中に

蓄積された外因性内分泌撹乱物質について文献的に調査し,問題点を明らかにした。また,

母乳中の濃度を多成分同時に測定する方法を検討した。


